
   

名前カードで指名しよう 

 

 

活動の目標：簡単な自己紹介ができる 

学習者のレベル：全レベル 

クラスのサイズ：何人でも 

必要なもの：  

所要時間：  

前提条件： 

 

 

 みなさんは、学習者を指名して質問に答えてもらったり、会話の練習をしたりするとき、どのような

順番で指名しますか。名簿の順番、座っている順番、あいうえお順、ABC順、など色々ありますよね。ど

んな順番でも、次が誰の番かわかっているとあまりよくないなあ、と思ったことはありませんか。練習

問題の解答などを順番に答えてもらうようなときは、順番がわかっていると自分がどの問題にあたるか

がわかります。学習者は自分が当たる問題に集中してしまって、ほかの人が答えるのをあまり聞いてい

なかったり、自分の答えがあっているかどうか気にして、自分が当てられるまで答えの準備に一生懸命

になってしまうことがよくあります。そういうとき、名前カードが役に立ちます。 

 クラスの学習者一人一人の名前を、４㎝四方ぐらいの大きさの紙に書きます。一人一枚です。授業で

は、この全員の名前が書かれた紙をもって紙の一番上から順番に指名します。指名した人の紙は教師用

の机の上に置いていきます。全員を当てたら、机の上に置いた紙をまた、適当な順番にまとめて、次々

当てていきます。これを繰り返せば、全員公平に指名できますし、順番もランダムに当てることができ

ます。 

順番がランダムになると、いつ自分が指名されるかは学習者にはわかりません。そうなると自分に当た

る問題の答えの準備はできませんし、いつも適度な緊張感をもって授業に参加することができます。 

 名前カードは、あまり大きいクラスだとかえって不便な場合があります。たくさん紙がありすぎて持

ちきれなかったり、まとめにくかったりするからです。20 枚ぐらいが限度かもしれません。学習者が多

いときは、全体の半分ずつにカードを分けておいて同じようにすると、枚数が増えすぎず、うまくいき

ます。 



   

 

 

  

 


